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8月30日、県労連幹事団交渉を実施
当局は新再任用、早期退職についての県労連労使合意を反故にするつもりか

一度労使確認した事項を、詭弁を弄して誤魔化そうとする姿勢は到底容認できない！
新再任用制度と早期退職制度について、県労連は8月30日に幹事団交渉を行いました。

これまでの労使合意

　今年1月23日に決着した退職手当削減交渉では、「年金不支給期間の新再任用制度」と「早期退職制度」について、次の点を確認して妥結しています。

○　今年秋の平成26度再任用職員募集開始に間に合うように、退職後の生活が成り立つような制度設計について、交渉・協議を行う。

○　定年前早期退職特例制度の拡充について、退職に係る制度は従来から国に準じた制度としており、国の動向をふまえながら、国に遅れることなく、制度化に向けて話し合っていく。

労使の信頼関係を破壊する当局回答

当局の回答の概要は次のとおり、この間の労使合意も、長年の労使の信頼関係をも破壊しかねない、きわめて不当なものでした。

●新再任用制度について、

・国は現行の再任用制度を活用し、地方にもその旨の通知がきている。

・人事院の調査では、民間では、公的年金が全く支給されない再雇用者の給与水準を一部支給される再雇用者の給与水準から変更しない事業所が多い。

・人事院は、「再任用職員の俸給水準や手当の見直しについては、公的年金が全く支給されない民間再雇用者の給与の実態を把握した上で、再任用職員の職務や働き方等の実態等を踏まえ検討」（年金支給開始年齢が62歳に引き上げられる平成28年度までには、再任用の運用状況を随時検証しつつ、本院の意見の申出（平成23年）に基づく段階的な定年の引上げも含め再検討がなされる必要）としている。
・したがって、これまでの再任用制度をそのまま活用する。

・ただし、フルタイムについては５級に格付けしているが、今後は４級退職者にも対応した４級格付けも設定する。

●早期退職制度について、

・「国に遅れることなく」は制度導入で、そのまま実施することにはならない。

・国も実施は各省庁が判断する。
・神奈川では、高齢層の多い国とは職員構成などの状況が異なる。

・慎重に検討する必要がある。したがって今年度退職者には間に合わない。

再任用制度の改善、早期退職の導入は

労使確認事項

　この間の労使合意からすれば、

新再任用制度は、年金の不支給という状況に対応して、その水準を引き上げること自体は確認事項であり、今期の交渉・協議で議論すべきことは、短時間勤務が基本の神奈川において、引き上げる水準をどこにするかということのはずです。

早期退職制度については、従来、国に準拠した制度で「国に遅れることなく」と合意した事項は、事務的な手続きが整い次第導入することが、これまで長年積み上げてきた労使の信頼関係に基づくルールです。

　再任用制度については、「国にあわせて」、早期退職については「国とは違う」とし、また、「現行制度を変えない」としながら、一方で４級フルタイムの新設を提案するなど、当局は都合のいい詭弁を弄しています。

　早期退職制度についての、「国と県の職員構成の違い」などは、突発的に起きた事情ではなく、1月の交渉時点でも当然認識しえたことであり、労使合意を履行できない理由にはなりえません。
労使合意は一方的に改ざんできない！

　一番問題なのは当局の交渉に臨む姿勢です。

労使で確認した事項は、一方的に廃棄できません。万一、不可抗力的な原因で履行できないとしても、まず、履行できないことについて謝罪するのが、人間として、社会人として常識ではないでしょうか？

　まして今回のケースは、1月の交渉時点で十分認識しえた問題を今更持ち出し、言い訳にもならない理屈を展開するなど、不誠実極まりない態度です。

　この当局の姿勢を改めない限り、今後の正常な労使関係は成立しません。
　退職手当削減交渉時に合意した事項を、再度交渉するということは、退職手当の削減自体についても再度交渉することになります。当局はその覚悟があって提案しているのでしょうか？？？

　自治労県職労は、当局に対して、誠実に、そして冷静に労使合意を遵守することを求めます。

自治労県職労の基本的な考え方（再掲）

・新再任用制度の策定については、本年1月の退職手当交渉時に、「退職後の生活が成り立つような制度設計について、交渉・協議を行う」ことを労使で確認しています。

・新再任用制度は、「定年延長」までの代替措置であり、雇用形態は別にして、賃金・労働条件については、60歳時の条件を基本的に継続させることが必要です。

・現行の再任用制度の特に賃金については、年金の一部支給を前提にその水準を決定してきた経緯を踏まえるべきです。

○賃金

・ 現行の行（１）3/4短時間再任用職員の生活資金は、賃金（177,150円）＋年金月額（約100,000円と仮定）≒280,000円です。

・ これが、新再任用制度における短時間再任用職員の賃金の目安となるべきです。

○諸手当

・ 晩婚化、少子化を踏まえて、扶養手当、住居手当等の諸手当は、現役と同様に支給すべきです。

・ 現行の一時金支給月数（2.10月）についても、年金との併給を踏まえた水準設定であり、年金の支給されない新制度については、現役と同様の支給月数とすべきです。

○対象者

・ 現行制度下で行政職員だけ運用されていない「定年前退職者の再任用」について、無年金化を踏まえ、希望者を雇用する運用を開始すべきです。

○勤務時間

・ 加齢による体力の低下や希望者が多いことを踏まえ、希望者全員を短時間雇用とできるよう、短時間再任用枠を確保すべきです。

○休暇

・ 例えば、再任用者の療養休暇は年間10日となっていますが、現役より少なくする根拠が不明です。勤務時間による割り落しはともかく、休暇制度についても現役と同様とすべきです。

○異　動

・ 雇用期間内あるいは更新時における異動については、「異動に応じなければ、来年度更新されないのでは？」という不安を払拭させるためにも、自治労県職労の基本要求交渉で確認したとおり、制度運用までに一定のルールを確立すべきです。

・ フルタイム新再任用から現行制度の3/4再任用への移行についてもルールを確立すべきです。

○共　済

・ 短時間再任用についても、共済加入が可能となるよう制度整備を進めるべきです。

○早期退職制度

　早期退職制度については、退職手当の削減と同時に国は、①対象年齢を現行の50歳以上を、45歳以上とする。②退職手当の上乗せを現行の年２％を、３％に引き上げる。などを主な内容として変更しました。

　1月の神奈川の退職手当交渉時に、「現段階でまだ詳細まで決まっていない。国の政令が出次第、国に遅れることなく、制度化に向けて話し合っていく。」ことを確認しています。

　政令が発出された以上、国同様の制度導入を求めます。
自治労県本部女性部学習会

フクシマの今、
私たちのこれから

あの原発の事故から早くも2年と半年が過ぎようとしています。安全と言われてきた原子力発電からまき散らされた放射能によって、福島の人々の生活は根底から破壊され、事故は今も収束の兆しさえ見えていません。改めてコンセントを差し込む向こう側のこと、私たちのこれからについて一緒に考えてみませんか。
今回はハイロアクションの武藤類子さんをお呼びして、３・１１の事故で変わってしまったこと、そして今の「フクシマ」の状況についてお話をうかがいます。
伺った話をもとに、時間の許す限り参加者のグループトークもしたいと思います。
○日時：9月28日（土）
14:00受付開始　14:30開会
○場所：自治労横浜会館２Ｆ
（横浜市中区寿町4-15-5）
　　　　　　ＪＲ石川町駅：徒歩10分
武藤　類子さん　　福島原発告訴団団長
1953年生まれ。養護学校教員を務めながら86年ごろから脱原発運動に携わる。2003年、喫茶店「燦（きらら）」開店、環境にやさしい暮らしを提唱。11年9月19日、明治公園に6万人が集まった「さようなら原発集会」でのスピーチで多くの人たちに感銘を与える。
再稼働反対！
さようなら原発大集会
日　時：9月14日（土）11:00～
場　所：亀戸中央公園（総武線本線亀戸駅東口徒歩15分）
内　容：第一部集会（スピーチ、リレートークなど）
第二部集会（呼びかけ人、賛同人発言など）
パレード出発（錦糸町方面と浅草方面を予定）
主　催：「さようなら原発」一千万署名　市民の会
　　　　　内橋克人、大江健三郎、落合恵子、鎌田慧、坂本龍一、澤地久枝、瀬戸内寂聴、辻井喬、鶴見俊輔

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































